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市長 く市長あいさつ〉

本日は、南島原市総合教育会議に、ご多用の中にもかかわらず、出席をいただきありがと

うございます。′Cより感謝を申し上げます。

また、教育委員の皆様には、日頃から本市の教育の振興並びに発展のために多大なるご

尽力をいただき厚くお礼を申し上げます。

さて、近年の教育環境はご存矢口の通り、大きな変化を遂げております。グローバル化の進

展、情報技術の発展、気候変動への対応、少子化、そして多様化する社会への対応のた

め、柔軟な視点と行動が求められます。教育は地域社会の基盤であり、次世代を担う人材

を育てる重要な役割を果たします。

そのため、教育現場のみならず行政、地域、家庭が連携し、未来を見据えた政策を推進し

ていく必要があります。今後とも皆様のご協力をお願いします。

本日の総合教育会議 は、

, ① 市内小中学校の適正規模適正配置について、

② 市内小中学校体育館の空調設備について、

③ 学力向上対策について以上を協議テーマとしてます。

総合教育会議の趣旨 あります市長と教育委員会の意思疎通を図り、地域教育の課題

やあるべき姿を共有し、より民意を反映した教育行政の推進を図るために、委員皆様の忌

樺のないご意見を、よろしくお願いします。簡単 はありますが、開会の挨拶とします。

それ は、協議に入ります。1番目市内小中学校の適正規模適正配置について、概要を担

当より説明をお願いします。

教育委員会 市内小中学校の適正規模・適正配置について説明します。

本市は、これまで小学校の統廃合を計画的に進め、合併当初の平成 18年度を比較すると

本校 12校、分校4校の小学校が減少してます。現在、小学校は本校ー3校、分校2校となっ

てます。加津佐の野田小学校は、今年度 閉校となり、今和8年度4月から加津佐小学校

と統合します。本市の児童生徒数は、今後も減少が見込まれ、小学校だけではなく中学校

統合も検討する時期に来てます。

資料 1枚目、小学校の児童学級数の推移てす。上の表が今年度5月 1日現在の市内小学

校の児童生徒数と学級数です。小学校の児童数は、市内 13校の合計 、1738 人 す。

学級数はqo学級、複式学級は色付けしてます。野田小学校に2クラスと飯野小学校に2ク
・

,

ラスが複式学級 す。 、



また、2クラスある学校は西有家小学校と有家小学校の全学年、深江小学校の6年生だけ

す。下の表は今和 13年度の予測です。今和6年4月2日から今和ヮ年 4 月 1日ま 生ま

れた子どもが、小学校 1年生になった時の推移です。

今和 13年度の児童数合計は 1245 人となり、今年度と比較して 4q3 人減少する予測

す。学級数を見ると、堂崎小学校と小林小学校 複式学級が発生する予測てす。また、西

有家小学校6年生以タトは-クラス、また有家小学校の半分も1クラスになる予測になりま

す。全児童数の数字てすのぞ、各学校には特別支援学級があります。その分を考慮すると

普通学級の人数は、若干減少する場合があり複式学級が増える可能性があります。

次に市内の中学校の生徒数、学級数の推移 す。1番上表が今年てす。今和17年5月下

旬現在の中学校生徒数と学級数 す。今年度の生徒数は 8学校の合計 q66 名36学

級となり、真ん中の表が、今和 13年度の数字 す。

今年の小学校 1年生が中学ー年生になった時の数字になり、生徒数は全体 818人、現

在と比較し148人減ります。学級は35学級と大きく変わりません。

最後に1番下の表が、今和 lq年度の予測 今から12年後の予測 す。ー歳児の子ども

が中学 1年生になった時の予測です。

全体ぞ535人と、今と比べると43ー人と大幅減少する見込み す。学級数も有家3年生以

タトは1学級となる予測て全体26学級、今よりlo学級減る予測になります。以上が市内小

中学校の児童生徒数、学級数の推移ぞす。

次ページ、小中学校適正規模・適正配置あり方検討委員会 す。あり方検討委員会を本

年5月に立ち上げ会議を進めてます。現在5月、7月、9月と3回開催してます。

あり方検討委員会の目的は、児童生徒数の減少や学校施設の老朽化などの課題に対応

し、生涯に渡り子ども達がより良い学習環境て学校教育を受けることが きるようにするこ

とぞ、次ペ「ジが適正規模、適正配置に関する基本的な考え方 す。 ,

児童生徒が、集団の中で多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切瑳琢磨することを

通じて-人ひとりの資質や能力を伸ばしていくことを踏まえると、学校は一定規模を確保す

るのが望まし〈それを検討するにあたり児童生徒数の教育条件の改善の観点を中塩に

据え、学校教育の目的や目標より良く実現するため行うこと、また、統廃合を小規模校とし

て存続させることも設置者 ある自治体が判断することになります。

次3ページ、本市は統廃合だけてはなく小規模校として存続することも含め、将来に渡り、

本市の子ども達がより良い環境 学校教育を受けることが きる方策を検討することにし

てます。そのなかで留意事項として、第 1に子ども達のことを考え、学級編成基準、単式学

級、複式学級においても検討する。また、教育専門の配置、児童生徒数は、教職員の配置

数が決定すること、そこも検討し.て行きたいと考えてます。国の基準は、小中学校とも 12学



級以上、ー8学級科という基準があります。通学距離は、国の基準ては小学校 4キロ以内

と中学校 6キロ以内となってます。その項目などについて、あり方検討委員会て協議して

ます。4~5 ページは、小規模校のメリット、デメリット、統廃合のデメリット、メリットデメリット

を記載してます。

小規模校のメリットは、個別指導を含めきめ細やかな指導が き1人ひとりがリーダーに

努めその機会が多くなるメリットがあります。デメリットはクラス替えができない、集団の中

の自己主張などが挙げられます。統廃合メリット、デメリットは、メリットとして複式学級の

解消や多様な考え方に触れる機会が多くなり、学習課題解決の思考が広がるなど、さまざ

ま場面て環境が整っていることが挙げられる。デメリットは通学時間が長くなるなどが挙げ

られます。6ページは小中学校の学校編成基準で、あと 確認をお願いします。距離の目

安として地図に丸をつけてます。大きな円が半径 6キロの円 小さな円が半径 4キロ

す。8ページ小中÷貫教育の紹介 す。小中一貫教育は小中連携教育のうちq年間を通

じた教育課程を編成し系統的な教育を目指す教育てす。1学校に1人の校長 1教育組織

構成され、義務教育q年間を一貫して行う学校ぞす。前期課程6年、後期課程3年という

ことになります。特徴は、柔軟な学校運営が き前期課程、後期課程を6年3年と分ける以

タトに、4‐年3年2年や5年4年など変更することも可能です。小中学校の教員がそれぞれの

専門矢口識を共有しながら、教育に活かすことができる特徴もあり、検討委員会は、地元高

校の連携も含めて幅広く検討を進めている状況てす。

市長 只今 担当から説明がありましたが、根本的な要因は、少子化、人口減少、地域人口の偏

りが挙げられます。皆様の周りでも、少子化に関する話題、小中学校の適正規模適正配置

ついての議論。子どもの数が減少したこと 、何がこう きなくなるなった。そのような話を

教えて欲しい。また、少子化や学校の適正配置に関しての意見などよろしくお願いします。

委員 統合前提で考えると検討委員会が、さまざまな案件を持って検討されているので尊重しま

す。私見 すが最後の説明の小中一貫校は、ルール内 行けると考えてます。

枠をタトして大きな考えを持つと、本市をモデルケースとし、例えば県立高校と一緒になる中

学校と高校を一緒に考えると、教科にしても県立高校の先生が授業を教えることも可能

す。目的は違いますが、長崎県では、諌早、佐世保比は他校に負けるなということて、学力
　
　

を上げるためにしているのかもしれませんが、本市 はその考え方 はなく、少子化も要因

として高校連携を考えてもいいと思います。もう少し大きく考えたとき小学校も考えられ、私

学でしている所もあります。精道小学校、南山小学校は小中高です、精道小学校は小中高

運動会も一緒だと聞いています。いろんな特徴もあると思いますが、モデル校として本市で



の児童生徒の人数の減少推移などを考えたときに、小中高一貫教育も検討していいのか

と思っています。

市長 市の現状を踏まえ、子ども達の教育をどのような形が最良なのか、市の小中学校学校の

教育がどういう形が最良なのか色んな方の意見を聞きながら進めて行きたい。基本的に

ここにある案や型に決めつけるの なく、それぞれの立場から自由に発言を望みます。

適正規模・適正配置については、いろんな意見があると思います。市内の統廃合を振り返

ると、小学校統合は、地域の方からいろんな意見を聞きます。多い意見として地域の火が

消えたと言われる。それを考えると残していくことも大事なことと考えます。統合するメリット、 ‐ ′

もありますが、交通問題や子どもが仲良くなるための時間などを踏まえていくと、後 5、6

年は、児童数が少ない学校においても継続して行きながら、きめ細やかな教育をして行くこ

ともひとつの案と考えている。特に中学校は部活動の地域移行の話があり、一緒になる機

運が高まってます。いろんなことを考慮して 20 人くらいの生徒を1人の先生が指導するの
　 　

　

が効果的 はないか、この市の良さを伸ばしていくのがいい。、 /

逆に、部活動は地域移行し次はクラブ化となり、少子化のためやむ得ない部分 すが、都

,C部÷は、部活動は存続していくわけです。クラブと部活動が同条件て行えるよう取り組

みながら、今の組織体 運営 きるのであれば、しばらくはそのままの状態も1つの方法と

考えてます。

保護者の立場から考えると、今、統合するとどんな感じになるのかと想像しますと、もう少し

状況を見ながら進めていく方.がいいと思います。活発な子は、運動や勉強に対しても統合

してより伸びていく部分もあると思います、そう ない子は、統合した時にどうなっていくの

か ,G配です。小規模で手をかけてもらった方がいいのかご先般もイングリッシュスピーチ

コンテスト弁論大会の際は、南島原市全体ての発表とかがあるように、各賞とか 、みんな

でするような感じにしていけば、学校代表て頑張れるとごろがいろいろ出てくると思います。

委員

委員

市長 人口減少や少子化が進んているなか 、学校に入学する子ども達が極端に少なくなって

きた。この状況のなかどの方法が 1番なのか先ほどから意見を伺ってますが、現段階 は、

来年、再来年にすぐに統合をしなくてはという状況てありません。皆さんがどう考えている

のか、あるいは子ども達の状況かどうか。いろんなことも含めながら、行政として、今のこの

人数での教育が最良なのか、いろいろ検討をしている段階 す担当としては、将来を見

据えたところ 、い〈つかの案を提示し、先ほどから説明をして十分に検討をしないといけ



ない立場ております。私は、今すぐに統廃合をする状況ては、まだ無いと考えていますが、

担当の考えを確認します。

教育委員会

市長

教育委員会 は、将来を見据えて行動することが一番大事と考えてます。今の状況 あれ

ばそのまま いいわけですが、例えば統合しようと仮になり実際動き出したら、統廃合まて

5年からlo年はかかると見込んでますの 、そこ踏まえて5年後、lo年後を見据えて、まず

はビジョンを出したいと考えてます。その方法は、先ほど話ましたが全てを一斉にするのが

難しいのであれば、段階を踏んていくやり方や、児童数が学校ごとに違いますのて、時期

をずらしながら行うなど、そのようなことも含めて考えていきたい。

教育委員会から説明がありましたが その考えてこの問題を取り上げ、取りかかる状況

す 。 ,

教育委員会

委員

検討委員.会を開催し、その意見を受け教育委員会 協議して、まずは素案を作成し公表

する。それについて意見をとる段階を考えています。

段階的に計画にしてもらいたいと思います。先ほど話しましたが 部活動の地域移行が完

了する状況になったところから動きを進めていただきたい。統廃合と地域移行を並行して

行うと難しい状態になると思います。部活動が不安定な状態て統廃合は厳しいんてす。ぜ

ひ部活動の地域移行が形になって、進めていただければと思います。

委員

教育委員会

教育委員会の説明のとおり統廃合は年数がかかります。教育委員会て取り組んでいるよ

うに将来を見据えて検討し進めていただきたいと思います。分校の方は、平成 -2年ぐらい

から話し合われたんですけど、なかなか話が進まなかったと記憶してますが、分校の件は

教育委員会として、どうような考えをお持ちですか。

分校の統廃合については、必要なものと考えてます。資料にもありますが、国の基準ては、

小学校、中学 12学級から18学級が基準になります。そのなかで、複式学級はデメリットが

大きいと考えてますのて、基準と実態を比べて、まずは複式学級を解消していくのが今後

の考え す。

市長 他に意見はありますか。



委員 . 私が教職員時に2クラス以上の学年学級を経験した際は、集団の力、そこからリーダー性

が育ち、切瑳琢磨してからの団結力っていうのはすごく大きくて、子ども達の成長する姿を

経験しました。その後 1クラス6名の学年学級も経験しましたが、最初6名 戸惑いもありま

したが、その6名がクラスのなかで 1人何役もしてそれぞれが自立をして行き、またそのな

かで仲間意識もでてくるという′J・規模校の良さも体験しました。学校統廃合の話が進んで

いるなか 加津佐の野田小学校では、小学校の保護者から統合したい要望があったと聞

きました。それは積極的な動き あり、意見をまとめられるリーダーがいらっしゃったの は

ないかと思います。そのような,建設的な考えを持って、統合に進んでいく方向性はとても良

いことだと思っています。今後、そういう野田小学校の考えなどを参考にしながら進んでい

けたらと考えています。

市長 地域の声は重要です。どの地域も学校への想いがあります。統廃合の話になると地域、保

護者の動きが重要てす。例として、地域からの声、保護者から話が出る状況になり、スムー

ズに統廃合が進んだこともあります。さっき話がありましたが、野田小学校の人達も野田小

学校の PTA から話を進めて、地域も巻き込んで、来年は加津佐小学校に統合することに

なりました。当然、地域の想いもま.無視できません。子どもの教育、そして地域の想い、それを

重ね合わせた方法 の統合は必要と思っています。皆さんからこの点についてありますか。

教育長 あり方検討委員会が開催されているなか 、いろいろと言えるところでは・ありませんが、こ

の統廃合を考えたとき何を大事にするのかを肝に銘じてます。

未来に向け子ども達が幸せになれる。いい学びが きる。その事が 1番大事なことだと考

えてます。いろんな反対の声もあるのも事実 す。地域に学校がなくなると寂れるなどの声

をよく聞きます。行政の立場からすると、統廃合は財政面など メリットがあるわけです。

あり方検討委員会を開催する前に、それぞれの地区 アンケートを行いました。その民意

を、しっかり受け入れながら進めていかなければと考えてます。

私は常 、々小学生は地域 育てるのが基本だと考えていて、複式学級になりどうにもなら

ない状況なら、やむを得ないかもしれませんが、学校ま 歩ける距離を歩く。朝、自然を見

ながら歩き地域の人と挨拶をする、そういう教育な必要だと常 思々ってます。

中学生 は、そうはいかない部分もあります。競争するとか多様性などの視点 いけば、あ

るィ定の人数が必要だと考え必然的なことと考えてます。いろんなタイプの子どもと付き合

うこと接することで、いろんな考え方、感情が生まれてくるものと思います。

なかにはそれが苦手な子どももいると思います。しかし一方て、それを経験して成長して欲

しいという想いもあり、切瑳琢磨する必要はあると考えてます。後半 学力問題の議題もあ



りますが、特に中学校はひと学年ひと学級の中学生の学力というのを、伸ばすっていうよう

な視点から見ると、ある程度の競争原理は必要てあるし、教職員においても例えば 1学級

しかないと、例えば英語の教員が -人しか配置できないるその英語の教員は経験年数が少

なく未熟である場合もあるわけで、子ども達の能力を伸ばしきれない可能性もあります。

これが3学級ぐらいあると教員も複数の配置になり、教員自身も切瑳琢磨をして学力を伸

ばし、学力だけではなく、子ども達の人間性、向上′Gの機運が高まると思います。

市議会ぞは県立高校存続の質問がありました。なかには、小中高一貫連携の意見もあり
　　

　

ました。県と連携をとりながら情報収集やアプローチを進めていかないと考えてます。

私は、本市の人口減少、少子化が進行している状況において、子ども達の将来、また地域

にとってどのような取り組みが最善なのか、公立学校としてどのような体系の学校が、子ど

も達、地域にとって最善なのか、改めて小中学校の適正規模適正配置の課題は、しっかり

と取り組む必要があると再認識しました。この話は、地域の皆さん、また教育関係者との協

議も重ね、中長期的な視点を持ち計画を進める必要があります。引き続き皆様のご協力を

お願いします。限られた時間 すので、次の議題に行きます。

2番目、市内の小中学校体育館の空調設備について す。この件について全国的な状況

と長崎県内の状況、その他情報の説明をお願いします。

市長

教育委員会 市内小中学校の体育館の空調設備について資料 1枚目てす。現状として国は、子ども達

の学習生活の場であるとともに、災害時は避難所として活用している学校体育館などは、

空調設置などの避難所機能を強化し、耐災害性の向上を図る必要があると考えてます。,
.
ー

しかし、全国学校体育館などの空調設置率は、2割程度 あるため、さらなる設置促進が

必要という状況てす。右側グラフです、全国の公立小中学校における空調設備の設置状

況です。今和 6年 q月現在 の設置状況は、全国 18.q% となっており、国として今和 1ワ

年度まてにq5% の設置を目標としてます。

このため、今和6年度の補正予算から空調設備整備臨時交付金を新設し、避難所となる

学校体育館などへの空調整備の加速化を図っている状況です。事業内容として、公立小
　

　

学校、中学校の義務教育学校などを対象の施設としては 1/2になります。予算の対象範

囲は下限額が400 万、上限額が7000 万になります。主内容は、屋内運動場における空調

設備の新設及びその関連公費、またその補助の要件は、避難所に指定がされている学校、
,＼

であること、耐熱性がなされていることになります。また、地方交付税措置もあり起債充当

額が -00%、元利償還金の交付税措置率が 50% となります。

7 月に大風量のスポットクーラーを設置している天草市の視察を行っています。



次のページ、今和 6年 q月現在の各県ごとの設置状況です。設置率は東京都が 88.3% と

1番高く、長崎県は0.4% と1番低い状況 す。次 3ページ、先ほど交付金の事業内容を詳

しく説明したものてす。①補助率は 1,/2ぞす。②は補助単価です。補助率の補助単価が

上がってます。③が耐熱性てす。対処要件として耐熱性が必要で断熱向上しないといけな

いことになってます。ただ、この工事は空調をつけた年ではなく、後ての設置が可能 す。

④は、先ほど説明した情報図です。⑤は、体育館の空調光熱費にも交付税措置を行います

という説明になります。次ページ、現在の学校施設環境改善交付金と先ほどからの空調設

備整備臨時特例交付金ぞす。事業内容の比較てす。5ページ、先ほど説明しました設置率

の最新の数字てす。6ページ、全国の各県都道府県ごとの数字 す。最後 12、ー3ページ

県内の他自治体の動向 す。12ページが佐世保市になり2025 年度には、第 1次避難

所などに指定をしている市内小中学校 lo校の体育館に設置。2026 年度には8小学校、

2中学校、20217年度は第2避難所の指定校や部活動で使用を優先しながら、全小中学

校の8割強にわたる5q校の設置計画をされてます。13ページ大村市は。市内全小中学校

の体育館と武道館に設置を進める方針を示されてます。財源や運用方針は、今後検討さ

れる状況です。

市長 ご承矢口のとおり夏の猛暑などが全国的なニュースになってます。特に日中活動ては熱中症

への配慮が欠かせず、条件により活動制限する必要があります。そのような環境のなかで、

多くの自治体、学校 は、体育館への空調設備導入に関′Gがあるわけ 、担当の方が説

明を行いましたが、先立って、これを進めている自治体もあります。この件て質問、意見など

お願いします。

委員 学校訪問した際、体育の授業を見させていただく機会がありました。そこの体育館は、学校

以タト も使用されています。時期は 6 月でしたが、ものすごく暑い日で5、6分の短時間て

汗が止まらない状況てした。この時に、校長先生に「カリキュラムを変える必要があります

ね」と話したのを記憶してます。予算が許せば、天草市などの例を参考して、設置をする検

討をお願いができればと思います。

委員 私もお願いしたい。今の気候のなかて部活動や授業にしても、特に体育の授業は、先ほど

言われたように、カリキュラムを変えて7月は授業を教室の方に変更す,るなどの対応をしま

す。しかし最近は、6月、10月でも暑い日があります。か」キュラムを変更するだけでは対応

できなくなってます。避難所などの防災も含めて対応していただきたいと考えてます。特に

全校集会とか私は規律を大切にしてきました。そういう集合したり、そういう場所て話をした



り、色んな活動するのは、一つの基本と考え、体験、活動、いろんなことを考えると、学校にと

って体育館は非常に大事な教育施設てす。タブレットなど 、全校集会や講和などの活動

はてきるかもしれません。そう はなく全校生徒集合して整列する、姿勢を正す、そのことは

教育にとって非常に大事なことだと考えてます。よって、体育館の空調設備については進め

ていただいたら学校も子ども達も、有意義な教育課程を含めて進められると考えます。

委員 先般、大村市へ研修に行かせてもらいました。大村市 はボートの収入があり財源はある

ということを前提に話をされました。新聞記事にある空調設備が きるんだと感じてます。

どこの市も簡単に設置できるものてはない すが、 きる範囲で進めてもらいたいと思い

ます。校長先生の人権の話を聞きに、中学校に訪問したの すが、体育館は暑いとのこと
.

1

各教室クーラーが設置してある教室 話を聞くようになってました。

そのように暑さ対策を行いながら学校運営をやっておられます。先ほどからの話 、体育館

はいろんな活動、運動だけではなく避難所にも指定されているわけです。これには断熱性

が確保されていることと書いてあり、各、学校の体育館は、断熱性が確保されているのか、さ

れてないの あれば、更に経費がかかると考えていたところです。

教育長 先般の議会でも、この事について一般質問が出ました。前向きに検討する方向性を示させ

ていただきました。天草市の視察報告を受けた際、文科省が提示している断熱性は、多額

な経費がかかり、話が前に進まないのではと考えてましたが、天草市を参考にした時に、色

んな方法があるのでないか、先進的に市内 1台でも先に導入した方が、話が進むの は

ないかと思案したところです。そのような報告を担当から受けて、次年度の施策の目玉

はありませんけれども、それを含めて、進展する態度が必要と考えています。財源が伴うも

のなの 、難しい状況もありますが、市長部局の協力と理解をお願いする。

私もそのように考えてます。生徒が安′Gし活動ができ、また先生方が安′Cして指導をする
′

,1

環境づくりのためには、‐この近年の暑さ、熱中症対策には、小中学校の体育館の空調設備

は必要なものです。早急に取り組む必要があると私も考えてます。担当の方はどうてすか。

市長

教育委員会 財政面もありますが、大村市は県内で最初に設置すると発表しています。県教育委員会も

設置に向けて検討してます。国の方も熱中症対策は積極的な取り組みをしてます。各市町

もその考え あると思います。本市も他市に遅れを取らないように、計画を作成し財源を考

えて早急に検討して行きます。財源は、補助金を使用すると断熱性を向上しないといけませ



んのて、補助金を使用しな〈て単独ても有利な起債があります。どの方法が市にとって1番

有利になるのか検討し進めたいと思います。

総務部 避難所各地区に避難所があり、第 1避難所はすべてクーラーが設置してあり、第2次避難

所は、口之津町以タトは全部クーラーがあります。口之津地区 は、口之津小学校が第 2避

難所になっており、クーラ「の設置がない状況 す。先般の大雨の際は、口之津は第 1避　

　

難所から第2避難所に急速変更をし、口之津小学校体育館が第 1避難所として使用した

経緯があります。そのような避難所など含めたところて、どのように対応していくのか総合

的に考えていく必要があります。

市長

教育委員会

以上のような状況を考慮うると、総合的な検討を行いながら、前向きに取り組まなければと

いう考え います。この件はこれ よるしいてすか。それでは、次 3番の学力向上対策につ

いて、本市の学力の状況、学力向上の取り組みを確認します。担当から説明お願いします。

本市の学力の現状それから取り組みの内容について説明します。資料は今和7年度全国

学力学習状況調査結果をお願いします。

この全国学力テストは、毎年度4月に小学校6年生と中学校3年生を対象に実施されま

す。毎年度実施は、国語、算数、数学 、年度により理科、英語などの調査科目が変わりま

す。今年度は、小学校が国語、算数、理科、中学校は国語、数学、理科の3教科が調査科目

になってます。調査結果は、ここに示してますが小学校、中学校ともに調査教科である国

語、算数、数学、理科すべての教科て、全国平均成長率と同程度か、それより低い結果とな

ってます。特に、小学校の算数、中学校の数学、中学校の理科の差が大きく、各学校におけ

る分析をもとにした改善の必要 す。

学力学習状況調査が始まって、本市は全国平均点を越えられない。また、県平均点を超え

ることも近年ぞきていない現状 あり、大きな課題として捉えてます。2段目に児童生徒の

質問調査があります。これは子ども達に対してのアンケート調査 す。良いところとして 本

市の子ども達は自分には良いところがあると思う。つまり、自己肯定感も高い傾向にありま

す。それから将来の夢や目標を持てるという子ども達の割合も高い。人の役に立つ人間に

なりたいと思っている子どもの割合も高い。地域や社会をより良くするために、何かしてみ
、 '

. ′

たいと思っている分野が高いので、これを分析すると学校教育以タトの地域との連携やふる

さと教育など、地域の方 、々大人との交流があるっていうのは、ここに大きく影響していると

分析します。学校の授業時間以タトでの学習時間が、小学校 は全国よりも若干高くなって



ます よく勉強していると思います。ところが中学校になると、全国平均を下回っており、家

庭学習の時間が少ないのは大きな課題ぞす。

様 な々要因が考えられますが、高校入試がほぼ全人時代となり、昔は受験勉強が 1つのモ

チベーションになってましたが、現在は勉強しなくても入学 きると考える子ども達が多くな

ってます。もう1つは、この授業時間以タト の学習時間に実は塾の時間も含まれ、塾の時間

とか、家庭教師が指導する時間も含まれます。本市の地域性から塾通いは少ないのが現

状てす。家庭学習は学校からの宿題のみとなり、宿題も先生方が 1人 -人の能力に応じた

個別宿題を与えることが さればいいのですが、先生方は、当然その余裕はなく一律の宿

題レベルとなり、レベルが真ん中の子ども達に合わせると、下位の子はわからないのでや

らない。上位の子には簡単 、後は遊ん しまうような結果に繋がることがあり得ると考え

てます。家庭学習の質と量の課題は、本市にとって大きな課題の 1つです。

そこで市教育委員会では、各学校 の学力向上プランを作成しており、目標設定してま

す。その目標達成に向け、それぞれの学校の子ども達の実情に応じた取り組みを行ってま

す。また、他の取り組みとして授業改善があります。この授業改善とは永遠の課題と思って

おり、これはゴールのない永遠のテーマだと考えて、ます。
,
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先ほどにも話がありましたが、先生方は中学校 言えば 1つの学校に1つの教科に1人し

かいないとか、また小学校ても1学年 1つの担任であると周りに学べる人がいない。仮に新

任の先生が入ってきても隣の先生に学べないのが現状 す。どうよう授業をするのか、ま

たは同じ教科の先生に先輩がいて、その先生に学ぶっていう状況がない環境は、大きなマ

イナス要因と考えています。このような学校 の授業改善に取り組み、家庭学習の質と量

を確かなものにしていくことが、今後政策として取り組んていかないと考えています。

市長 児童生徒の学力向上は、さまざまな取り組みを行うなかで、現場の先生方は、本当に・一生

懸命に努めていただいてます。市長として大変感謝をしてます。私が言うま もなく学力を

つけるということは、人生のさまざまな面で役立つ自分の可能性を最大限に引き出す手助

けをしてくれる児童生徒の人生で大きな意味合いを持つと考えてます。そのため児童生徒

の学力向上は、教育の大きな柱だと思います。教育委員会から説明がありましたが皆さん

から質問や意見などよろしくお願い.します。

委員 学力向上は永遠のテーマと思いますが、確かに成績が上がった方がいいんてすが、現役

の高校の先生方に話を聞くと、最近は高校卒業後に就職しても、すぐ職場を辞める生徒が

多いようて、これが 1つの課題だとお聞きしました。



どこの学校の生徒も、成績が普通の子供が大部分を占めるわけ す。全国的にトップにな

る子は、なかなかいないのが状況 す。北村西望先生の、健康にして特性高さ人っていう

言葉があります。健康で頑張っている取り組ん いく姿勢を作ることも大事と考えてます。

ここに居る皆さんも、頑張る姿勢とか、そういうの学んで.こう生かされてものだと考えていま

す。1つは中学生の部活が良い機会だったんてすけど、それが縮小していくのも寂しい部

分があります。今後そういうものをどこ 作っていきながら、本市から生徒は、どの高校に進

学し、就職し、または大学に行っても、やめない 頑張る子ども達を作ることも、非常に大事

なことと思います。そういう子ども達を目指していくと勉強もするようになると私は思ってい

ます 。 、 ,

委員 本市は、スタート時点から学力向上には勤めてきており、先生方の授業に対する姿勢、ある

いは考え方から始めていき、成果を得て実践に取り組んでると理解してます。

教育は揺れるのと同じて、右に行けば右に、左に行けば左と、学力テストの索点もこれを上

げるための訓練をすれば上がります。か」キュラムを変えてて、過去間を練習させれば、全

国学力テストの成果は若干上がります。特に点数が常に上位の県は、これは先生方のコメ

ントがありましたが、これをするためにか」キュラムが消化÷きないという課題も挙げられてrL′

.

ます。去年、都′G部 小、中学校も順位が上がっており、都′G部の順位が上がった要因は

何が考えられますかと課長に質問しました。課長は、はっきりとした資料はないが私見とし

て塾などの環境が整っており、保護者の経済的な面も大きく影響してるのではとのこと し

た。市教育員会は色んな取り組みをされており、数年後には成果が見えてくると考えてま

す。点数に左右されず生きる力は何かというのを考えて、保護者や地域の方 と々一緒に取

り組むことによって、考え方も非常に豊かになってくる。発言力もついてきた、それが生きる

力じゃないかなと私は思います。点数は訓練すれば上がりのであって、真の生きる力の育

成に努めてほしいと考えてます。。今までの実践の成果を期待します。

委員 今、現役当時の事を思い出してました。ィ氏学年の担任時には、プリントに答えを持たせ保護

者に答え合わせをしてもらい保護者を巻き込んで生活習慣をつけ学習のしつけなど協力

をしてもらい育てます。高学年担任になるとなかなか時間確保 きないので、夏休み補習

を受けさせようと子ども達を呼んで、夏休みを利用して学習時間の確保していたのを思い

出します。その当時の先生方も世代交代になり、子どもや親の考え方は、時代とともに変わ

っていきます。学力向上に向けて、私達が きること考えた際に、学校訪問の機会がありま

すので、それを契機にして校長先生、または学校を指導される方 は々、それを重さに感じる

の はなくて、それを契機にして先生方を育てていくような考えを持っていければと思いま



す。以前、大村市に研修行った際に、講師の先生が、指導者が変われば子どもも変わると

いう話をされてました。本気は無敵だととも話されてました。

先ほど話で、教職員の指導力向上を図ることも1つ考えて良いと思います。もちろん、学力

の点数が全て はありません。先ほどの話のように生きる力を身につけることも大切です。、 -

この結果を1つの契機として、新たな考えのもと指導も見つめ直して、本気で先生方が子

ども達に向かって頂けるような資質の向上が図れればと思います。そのために色んな学力
　 　

　

向上委員会や研修会などに行かれた成果なども先生方に還元をされていますのて、その

取り組みを今後も続けられたらと考えてます。

委員 今までの話を聞いてすごく勉強になるし、先生方が本当に子ども達のために一生懸命、子

ども達に生きる力をつけるために考えているのが伝わって保護者の立場として感謝してま

す。私は保育士ですけど、私達も学校に行って、正し〈座って授業が聞ける体を作るため

に、保育園ても今じゃなくて、将来を見据えて仕事をしたら仕事ができる子どもに育てる土

台づくりに努めています。この保育園と学校が繋がるように私達も頑張っていきますの 、

今後も子ども達のためによろしくお願いします。

教育長 教育の動向や本質的なことに関して、委員の皆さんから多くの意見をいただきました。まさ

にその通りだと思います。今、個別最適な授業、個々に応じた授業どれが一番いいのかって＼
. ・

. .

いう話が出てますが、先生方は、普段の授業の中てクラスのどのレベルに合わせて授業を

-しているのか考えたときに、クラスの平均的なところを目安にして授業を構成していると思

います。カリキュラムを年間 考えたとき、週単位、月単位 計画性を考えて授業を進めて

いくことになります。経験豊富な先生なら、個別的な指導も交えながら進められるけれど、

実際には簡単なごとてはなく、昔からの課題と考えてます。

そのなか 、授業についていけない子どもを救うことを考えたときに、デジタル時代に A工

が登場しました。市でもAIを使用して文章作成を行うなど、その機能の素晴らしさを肌

感じることもあります。学校教育のなかてやもA工を使った A工ドリルがあり.今までは紙媒体

のドリルを保護者が負担して購入し、漢字や計算などをしてました。

AIドリルを使用すると、その子どもの苦手な部分や理解力など自動判断し、その子の適正

にあった問題を提示します。そのような AIドリルを活用している学校は近年、増加傾向に

あると聞いています。ひとつは、それを子ども達に最大限に活用できるなら、個別最適な子

ども達の学習になっていく1つの方法として、そういう方法を利用する考えもあると思いま

す。



教育委員会 AIドリルは、現在、南島原市内の小学校で無料体験版を利用して子ども達が取り組んで

いる実績が何校かあります。無料体験版は期限が 1年であるとか、内容が限定されたもの

で、問題数も少なかったりしますが、学校からの利用要望があるのは事実です。

A工ドリルは、先程の話のように個別の子どもの理解状況に応じて問題を提供してくれま

す。成績上位の子どもは、レベルの高い問題へと発展していく。問題がわからない子ども

は、レベルが下がっていき、前学年の問題を出すなど A工が判断します。子ども達も正解す

るとやる気に繋がり次もやってみようとなります。もう1つ特徴は、その子の回答の様式に合

わせてステップアップ きる、例えば穴埋め式から選択式へ、選択式から記述式へとステッ

プアップできるような内容になってます。A工ドリルの良さは、個別最適、個々に応じた問題

提供が きること、もう1つは、教員の働き方改革から採点もA工が行い、先生方が 1人 1

人の様子を見るの はなく結果が見えてきます。この子はここ 間違っている、この子はこ

こにつまずいているのが一目 わかるから、教師としても子ども達の学習面が可視化され

る長所があります。予算的なものがあり学校としては、保護者にその費用分を依頼するの

が難しい現状 す。可能かどうかはここ 言えませんが、行政として、そこに少し も補助

等ができたらご教育委員会として思っています。具体的に動き出してはいませんが、可能な

ら市全体としてA工ドリルを活用するのも一つの学力向上対策になり得ると考えてます。

A工ドリルは西有家小学校が、タ卜部からの支援をいただき無ィ賞 利用していると聞いてま

すが、今何年目ですか。

市長

教育委員会 西有家小学校、中学校ぞは、タ卜部から支援していただいたものを元にして A工ドリルを導

入しました。西有家小学校は3年目、西有家中学は2年目, す。今年度が3年間の終了年

となってますが、次の話も出ていますし、他の小学校は別会社の A工ドリルをー年間無料体

験という形 取り組ん いまする

それぞれの立場から意見をいただいていますが、本日は副市長も出席をしてます。最後の
　

　

議題てすが学力向上について何かありますか。

市長

副市長 教育委員会、委員の皆さんから有意義な意見を聞かせてもらったと感じてます。この学力

向上は簡単な話ではないと考えています。全国学力テストは、全国一斉に同問題を回答

し、県単位、地域単位、学校単位 の学力を可視化する目的でされていると思いますが、そ

- の結果を受け、現場の先生達は、どうしたら学力が上げるのか、少し も上位に行きたいと



思うのは当然なのごとと思います。結果が全てなら、それに対応したものを特化して子ども

達に訓練させれば良いわけ÷、その方法も-つのやり方だと思います。

教育の原点は、そのような所もありながら、その子ども達のために、どのように成長させた

いのか、育てたいのか、ここを充分に考えて、子ども達の人生を導いていただきたいという

のが、私の気持ちてす。本日は、皆さんの素晴らしいご意見を聞いて、非常に有意義な時

間を共有 きました。今後も南島原市の教育行政に協力をお願いします。

皆さんから前向き話をいただきました。この件は、先生方からそれぞれ立場で、様 な々分野

の指導があり、現場 は学力向上においても一生懸命に指導いただいていることに市長と

して感謝してます。時間も予定が過ぎました本日のテーマは、以上 終わります。

長時間にわたりのご協議ありがとうございます。これからも本市行政の教育行政の推進

に、ご尽力とご協力をお願いします。この教育会議を終了します。

市長

閉会 17:00


